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ボテシシオメーター : 島沖型作所製の 3P型ポテン シ才メーターを使用しにc {E
抵抗950才一ム，感度は1.0mγ.である。此泣付差計で0.1m.v.から 1.4>ドルト乞il¥J'，ι可能。
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1. 測定の結果
岩層火山米塚山: 阿蘇五岳の長西端杵島識
の北西麓に i釘抜 954 米ある r}1什火山がある。米J家山と呼ばれ第 2 闘 A~二示す如く全山芝草
で掩はれに美事な被凶園錐丘で‘ある。'1"々 芝草を刈取らので芝は煩い。地一向iJ:約50米突出
してゐる。UI頂には侭100米深10米伎の誇火口がある。 50米[1の観測票(Iを全山に散在せしめ








山の切断而の式は，耳~ 2 F:.に示しにやうな測定値から，y=11 ，eo・01~ と云ふ式に示:};/Lる。
原野iは山頂にあり.1:は横軸， l'は鉛直に'fri'Jt二取っfこ
第 2 表から観測ll1t~の坐標は共のi慌にら;つに v
(1) J. E. Burbank :-Earth.currents and弘 proposetlmcthod for their investigation. Terr. l¥f:呪n.
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地 里占 (北〉 (Top; 1) 
高 低 差 10.57m 
一ー一一一">
官也 位 差 11.19ruv 
一ー一一一〉
地 貼(南) (Top; 1) 
一ー一一一一〉
高 低 差 21.32m 
〈一一ー一一
電 位 差 197.0hlV 
地 貼 (Top; 1) 
一ー一一+





(1; 2) (2; 3) I (3; 4) (4; 5) 
19，69 20.02 20.89 19.37 
一一ーシ 一一一一-)・ l 一一一一〉 一ーー一ー〉
50.7 2.0 44.5 123.4 
ーー 一一+ 一→| 4一一一ー ー
(1; 2) (2; 3) 
ーー一一一〉 一一一一〉 一ー一一一》 一一一一〉
23.50 26.19 
〈ーーーーー 〈ー一一ーー 〈一一一 ←ー一一
203.0 127.0 148.2 I 226.0 
(1; 2) (2; 3) {-ー29862;043) |t1l  (-4;5) ーー 一ー-)・ 一ーー 一一》
21.60 23.11 18.03 
76.2 62.5 174.7 




























測貼 I(Top-1) I (1-2) I (2-3) I (3-4) 
__> 1 _ー 一ー一一> I -一一ー -> I 一一一一一->
高距 I4.08m I 8.91 I 11.0'? I 11.08 
電位差 I 17.3ntV I 42.4 I 15.8 I 12.3 
l 一一一一一-> I 一一一一-> I ←一一一一令 i 一一一一一》
高距 I 3.88川 I 4回目 I 6.G2 I 15.55 
・篭位差 I 35.0mv I 10.0 I 14.0 9.6 
高距 I18.75'" I 20.EO I 20.10 I 28.95 
i ィ I <-一一一一 I ------)> I 一一一一一令
電位差 1 26.7"lV 
(4-5) I (5-6) I (6-7) I (7-8) I……East 
12.21 I 15.0~ I五五|五五?
? ? ? 〕 ? ?
??




? ? ? ?
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? ? ? ?
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j也勲(北) (ム-r) (H) (2-3) 仰) I問ド5-6) (6-7) (日) I (8-9) (9-10) 
一ー一 〉 一一一一一一惨 -ー 一ー一】惨 】惨 -←> 一←一一.. 一ー一一一一一一》
?話距 15.15川 21.00 23.75 47.60 I 24.55 18.70 20.60 23.85 19.70 
78ぷ|日正 一一一一一一， 4一一一一ーー 〈一一一一一 2a0〉 |1 一23.一5令電位差 54.5 18.8 9.6 
(10-11) (11-12) (12-13) (13ー14) (14-15) (15-16) (1fH7) 
一一一ー一一〉 > ーーーー一一ー】' ーー 一ー一一-. 一ー 一一一一〉 一一一》 〕惨
29.701l1 19.95 19.20 11.50 8.25 10.50 15.20 
!|-60mP v
〈 ーーも 〈 一一 イー ←一一一 〈一一一一 4一一一一一 〈一一一一一ー 同r












地 貼 (Top-l) (1-2) (2-3) (3-4) 
ーー 一一一一〉 一一一一一〉 一ー ーー 〉ー
高 距 6.42Ill 18.32 18.33 Xorth -. ーー 一ー一一〉
電位差 52.5'"V 1.1 
一ー一一一・， ーー ←一一惨 ーー 一一一一》 一ー一 〉
高 蹴E O.3Sru 8.80 9.31 11.49 ..，s(パlh
'ー 一ー一._-)> • 〈一一←一一一ー 〈一一一一一ー
電位差 100.8ntV 1.1 25.8 28.8 
一ー一一一一〉 ーーーーー. 一ー一一一←〉 ー一一一一.
高 E区 0.05川 6.19 3.21 11.07 .....East 
> ーー一一一一》 《一一一一一一一
泡位差 14.3'"V 4.30 1.5 
←》 ーー 一ー一一〉 ーー 一ー一一〉 』一一一一一ー》
高 jJ'! 8.001ll 15.94 14.72 10.48〆 ..¥C est 
‘f 包イ立差 20.4'川 0.0 25.0 
平均 一ー 一一一〉 ーー 一一一〉 一ー一ー 一〉 F一一一一一一〉
高距 3.9lU 12.31 11.49 11.01 
〉・ ←ー〉 <-一一一一一
包{止:差 49.5"lV 11.3 17.8 
















































































































鉛直距離を鋭、へ'.1)I[ ~ç: I~ ¥でその地電j，/:止を測定するのである。全部の装備が完了しにら二




ここじI出1ι1，/一:'2;IJ'占しかる後 J品な持上け~泣十11Il;j: ，リ r'生 U) ，(，五 {l~X:にする心(2l 
10 ( 3)それがすむとJ]<.'1: j 1'/:;[1 (二還元し， '， ~j ，'[ '~i!l'J'，L 此迄の操作々大韓 3 分閉じれ乙
分間放置して後にごたの山{応ノ~~I二依るil判定1-移る
( 1:;'， ) 
火山IlJ腹の上向地包{立にまtて
賞験の結果は第8表及び第8国の場合と第9表及び第9圃の場合とそ示した。
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第8表土i義柱貨験 (地電位差と高低差)
(moderale moisture) 
Volta甚eHlR6 SeDt. 28th í~';d~ 193 p .game 
+ 0.00233voJt 12b4Om 20cm 
396 50 40 
573 13 0 60 
662 10 80 
839 20 100 
329 20cm 
524 Mean 40 





































( ~ ) s. J九fallchly :.-.¥ stu(ly of prCSSt"じ 山ld(，'(II[附rallln‘ じil，，'l[，;in l'，，lh ιlIrrcnt】)1(';lSlUC1l1(、I1(S.





Time Height Vo~tag.e HlRfl SeDt. 2f.th Diff. ~;i~~d~ 1936 Sept. 25th. 
1h10m 20cm -0.000165vo1t 15!I20m 2己CIll -0.000158，"o]t 
12 10 40 269 25 t.0 293 
13 10 60 365 30 EO 436 
14 10 80 646 35 80 - 502 
15 10 100 838 40 100 634 
20cru -0.000162vo1t 
40 281 Notire 
Mean 
60 401 +Lower pole......positive Vallle 
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Ps= 2p~f"げ内=一一一_"'-1 ，1-aJ' 




11するやうになる。 YJ椅火山正の山腹地電位jGがその水2r':i陶.で、の儀大:fニ匪 Poの差に I二と
して原因するものとすることが出来るなら
地電位差=functioDof九=心.2)入 ー十 2(J'-a-)-. '¥
" Iりgy一loga ' (logyーlog り~ ) 
と書くことが出*る d
印lち γ のあまり大きくない卸ちあまり J"パない山崎火山丘に於て超生せられる 1-，向地
'，L!:j;rXは上記の如く1'0 I二1:としてIJ;i困せらわ， しか(， l'uの1"白数で・あらねばならねu f:!lf 
.( HIJ) 
火山山腹の上向J 血沼{~n-=:就て
ち高低売の画数であらねばならぬこととなる。更に高f足先に Ikって，~ / I :せ(，れ る地電1'1'(.業
であるならば L記の刻1 く訪íE~十三，水分の料i'I~I: 度に依って影響きれることとなる告である。




終りに野i前教授lこ依て懇切なる御指導をう utこること JUU して深長の謝立な去す乙 -'~~，H
である》
(lH) 
